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引
用
文
献

　
『
家
忠
日
記
増
補
追
加
』 

二
〇
〇
二 

『
豊
明
市
史　

資
料
編
補
二　

桶
狭
間
の
戦
い
』
豊
明
市
史
編
集
委
員
会

　
『
尾
張
志
』  

一
九
七
九 

『
尾
張
志
上
巻
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
尾
張
徇
行
記
』 

一
九
八
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『
校
訂
復
刻　

名
古
屋
叢
書
続
編
第
五
巻　

尾
張
徇
行
記
（
二
）』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』 

一
九
七
六 

『
改
正
三
河
後
風
土
記
（
上
）』
秋
田
書
店

　
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』 

一
九
八
〇 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
第
一
、
第
三
』
続
群
書
類
従
完
成
会

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』 

一
九
六
四 

『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
第
一
、
第
五
』
続
群
書
類
従
完
成
会

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』 
一
九
八
三 

『
校
訂
復
刻　

名
古
屋
叢
書
続
編
第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
尾
陽
雑
記
』 
一
九
七
七 

『
尾
陽
雑
記
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
張
州
雑
志
』 

一
九
七
六 

『
張
州
雑
志
第
十
二
巻
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
張
州
府
志
』 

一
九
七
四 
『
張
州
府
志
（
全
）』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　
『
武
徳
編
年
集
成
』 

二
〇
〇
二 

『
豊
明
市
史　

資
料
編
補
二　

桶
狭
間
の
戦
い
』
豊
明
市
史
編
集
委
員
会

　
『
松
平
記
』  

一
九
八
〇 

『
三
河
文
献
集
成
・
中
世
編
』
国
書
刊
行
会

　
『
三
河
物
語
』 

二
〇
〇
五 

『
瀬
戸
市
史　

資
料
編
三　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
愛
知
県
瀬
戸
市

参
考
文
献

　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会 

二
〇
〇
五 

『
愛
知
県
史　

資
料
編
九　

中
世
二
』
愛
知
県

　

宇
佐
見
守 

 

二
〇
〇
八 

「
桑
下
城
跡
」『
年
報　

平
成
一
九
年
度
』（
財
）
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋 

 
 

 

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

遠
藤
才
文
他 

一
九
九
一 

「
尾
張
国
古
城
絵
図
考
」『
愛
知
県　

中
世
城
館
跡
調
査
報
告
Ⅰ　
（
尾
張
地
区
）』
愛
知
県
教
育
委 

 
 

 

員
会

　

岡
村
弘
子 

 

二
〇
〇
七 

「「
尾
張
古
城
志
」
諸
本
内
容
対
照
一
覧
」『
城
か
ら
の
ぞ
む　

尾
張
の
戦
国
時
代
』
名
古
屋
市
博 

 
 

 

物
館

　

加
藤
友
康
・
由
井
正
臣 

二
〇
〇
〇 

『
日
本
史
文
献
解
題
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

　

瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会 

一
九
八
五 

『
瀬
戸
市
史　

資
料
編
一　

村
絵
図
』
瀬
戸
市

　

瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会 

二
〇
〇
五 

『
瀬
戸
市
史　

資
料
編
三　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
愛
知
県
瀬
戸
市

　

瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会 

二
〇
〇
七 

『
瀬
戸
市
史　

通
史
編　

上
』
愛
知
県
瀬
戸
市

　

武
部
真
木
・
小
澤
一
弘 

二
〇
〇
九 

「
桑
下
城
跡
」『
年
報　

平
成
二
〇
年
度
』（
財
）
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋 

 
 

 

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

戸
田
修
二 

 

一
九
六
六 

「
瀬
戸
古
城
史
談
」『
瀬
戸
市
史
稿
』
瀬
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

戸
田
修
二 

 

一
九
六
六 

「
品
野
城
」『
日
本
城
郭
全
集
七
愛
知
・
岐
阜
』
人
物
往
来
社

　

豊
明
市
史
編
集
委
員
会 

二
〇
〇
二 

『
豊
明
市
史　

資
料
編
補
二　

桶
狭
間
の
戦
い
』
豊
明
市

　

樋
上
昇 

 

二
〇
〇
五 

「
桑
下
城
跡
」『
年
報　

平
成
一
六
年
度
』（
財
）
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵 

 
 

 

文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

福
島
克
彦 

 

一
九
九
一 

「
桑
下
城
、
品
野
城
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愛
知
県　

中
世
城
館
跡
調
査
報
告
Ⅰ　
（
尾
張
地
区
）』
愛
知
県
教
育
委
員 

 
 

 

会

　

福
島
克
彦 

 

一
九
九
三 

「
瀬
戸
の
中
世
城
館
に
つ
い
て
」『
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戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

研
究
紀
要
Ⅺ
』
瀬
戸
市
歴
史
民
俗 

 
 

 

資
料
館 

桑下城跡全景　（北西から：2008年度調査時撮影）
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文献資料からみた桑下城と品野城—●

　

桑
下
城
と
品
野
城
が
文
献
資
料
に
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
き
た
か
を
み
て
き
た
。

桑
下
城
に
つ
い
て
は
、
徳
川
氏
創
業
史
や
大
名
・
旗
本
の
系
譜
集
に
は
記
載
が
な
く
、

尾
張
藩
内
で
編
集
さ
れ
た
地
誌
類
や
村
絵
図
に
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
桑
下
の
地

名
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
す
で
に
あ
り
、
品
野
の
古
称
と
し
て
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
多
く
の
地
誌
が
城
主
を
松
平
内
膳
（
正
）
家
老
永
井
民
部
（
少
輔
）
と

し
て
い
る
が
、
桑
下
城
を
桜
井
内
膳
正
源
信
定
の
屋
敷
、
信
定
の
家
老
を
長
江
刑
部
、

長
江
民
部
と
し
て
い
る
寛
政
四
年
の
村
絵
図
に
注
目
し
た
い
。
定
光
寺
所
蔵
の
『
祠
堂

帳
』
に
「
科
野
長
江
修
理
進
」
の
名
が
見
え
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、二
九
一
号
文
書
）、

永
正
一
五
（
一
五
一
八
）
年
に
科
野
の
有
力
者
と
し
て
長
江
氏
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

品
野
城
に
つ
い
て
は
、
尾
張
藩
内
編
集
の
地
誌
類
や
村
絵
図
の
み
な
ら
ず
徳
川
氏
創

業
史
や
大
名
・
旗
本
の
系
譜
集
に
も
記
載
が
あ
り
、
享
禄
二
年
と
永
禄
元
年
の
出
来
事

は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
内
容
に
つ
い
て
は
微
妙
な
相
違
が
あ
る
。

特
に
永
禄
元
年
の
城
主
に
つ
い
て
は
松
平
家
次
と
松
平
信
一
の
二
説
に
大
き
く
分
か
れ

る
。
ま
た
、
永
禄
二
年
の
戦
い
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
は
『
武
徳
編
年
集
成
』
の

ま
と
め

み
で
あ
り
、永
禄
三
年
の
戦
い
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た*

。
品

野
城
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
永
禄
元
年
四
月
の
今
川
義
元
の
感
状
の
科
野
城
を
除
け
ば
、

永
禄
元
年
か
ら
約
二
〇
〇
年
後
の
宝
暦
二
年
に
完
成
し
た『
張
州
府
志
』が
最
初
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
来
「
科
野
城
」「
科
野
の
城
」
と
し
て
一
連
の
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
た
桑
下
城
と
品
野
城
が
、
近
世
の
あ
る
段
階
に
別
々
の
城
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、「
科
野
の
城
」
で
の
出
来
事
が
す
べ
て
品
野
城
で
の
こ
と
と
し
て
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
仮
に
永
禄
元
年

に「
科
野
の
城
」の
城
主
と
し
て
松
平
家
次
と
松
平
信
一
の
二
名
が
い
て
も
辻
褄
は
合
う
。

こ
の
研
究
成
果
が
今
後
ま
と
め
ら
れ
る
桑
下
城
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
の
参
考
に
な
れ

ば
と
考
え
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

*　
『
日
本
城
郭
全
集
七
愛
知
・
岐
阜
』（
一
九
六
六
年
、
人
物
往
来
社
）
の
「
品
野
城
」
に
「
桶
狭
間
合
戦

の
前
哨
戦
と
し
て
永
禄
三
年
正
月
、
織
田
信
長
の
総
攻
撃
に
あ
い
、
品
野
三
城
（
秋
葉
、
桑
下
、
落
合
）
は

焼
き
払
わ
れ
て
廃
城
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

（
六
）
高
木
廣
正

　
『
寛
政
譜
』
に
「
長
次
郎　

七
郎
右
衞
門　

九
助　

筑
後　

母
は
内
藤
氏
。
東
照
宮
に

つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
永
祿
元
年
織
田
右
府
、
兵
を
發
し
て
松
平
監
物
家
次
が
籠
る
と

こ
ろ
の
三
河
國
品
野
城
を
攻
る
の
と
き
、
敵
將
瀧
山
伝
三
郎
某
と
鎗
を
あ
は
せ
、
そ
の

首
を
う
ち
と
り
て
献
ぜ
し
か
ば
、
賞
せ
ら
れ
て
若
狭
氏
房
の
御
刀
を
賜
ふ
。」
と
記
載
が

あ
る
。
し
か
し
、
品
野
城
が
三
河
国
に
な
っ
て
い
た
り
、
打
ち
取
っ
た
人
物
が
瀧
山
伝

三
郎
某
に
な
っ
て
い
た
り
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、そ
れ
以
前
に
編
ま
れ
た
『
寛
永
伝
』

に
は
永
禄
元
年
の
記
載
は
な
い
。
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桑
下
城
と
品
野
城
に
関
係
す
る
人
物

　

江
戸
幕
府
が
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
年
）
と
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜

一
八
〇
一
年
）
に
編
修
し
た
系
譜
の
書
で
あ
る
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（
以
下
『
寛
永
伝
』

と
略
す
）
と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
以
下
『
寛
政
譜
』
と
略
す
）
に
記
載
さ
れ
た
品
野

に
関
係
す
る
人
物
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

（
一
）
松
平
信
定

　

松
平
清
康
の
叔
父
で
あ
る
。『
寛
永
伝
』
に
「
与
一　

内
膳
正　

或
ハ
い
ハ
く
、
親
盛

が
兄
な
り
、
櫻
井
と
号
す
。
享
祿
二
年
（
中
略
）、
尾
州
科
野
に
お
ゐ
て
尾
州
の
勢
と
合

戰
の
と
き
、
清
康
君
の
命
を
う
け
て
、
信
定
・
清
定
先
か
け
と
な
り
て
尾
州
の
勢
を
を

ひ
ち
ら
す
。
此
軍
功
ゆ
へ
科
野
を
給
ハ
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
寛
政
譜
』
に
も
「
こ

の
と
し
尾
張
國
品
野
の
合
戰
に
も
父
子
先
手
に
す
ゝ
み
、
尾
張
勢
を
う
ち
破
り
品
野
の

地
を
得
た
り
。
清
康
君
即
ち
そ
の
地
を
賜
り
て
信
定
が
軍
功
を
賞
せ
ら
る
。」
と
同
様
の

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
松
平
清
定

　

松
平
信
定
の
子
で
あ
る
。『
寛
永
伝
』
で
は
、
尾
州
科
野
に
お
け
る
合
戦
に
つ
い
て
の

記
載
は
信
定
の
項
の
み
で
あ
る
が
、『
寛
政
譜
』
に
は
「
與
一　

内
膳
正　

母
は
某
氏
。

父
と
同
じ
く
吉
田
品
野
等
の
戰
に
軍
功
を
あ
ら
わ
す
。（
中
略
）
妻
は
織
田
彈
正
忠
信
定

が
女
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
近
世
地
誌
類
に
品
野
城
主
と
し
て
記
載
さ
れ
る

松
平
家
重
と
い
う
別
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
松
平
家
次

　

松
平
清
定
の
子
で
あ
る
。『
寛
永
伝
』
に
「
監
物　

永
祿
元
年
、
大
權
現
、
家
次
に
命

し
て
尾
州
科
野
に
居
せ
し
む
。
尾
州
の
兵
附
城
を
き
つ
い
て
こ
れ
を
せ
む
。
家
次
夜
う

ち
を
し
て
、
廣
瀬
衆
竹
村
孫
七
郎
・
磯
田
金
平
・
戸
崎
平
九
郎
・
瀧
山
伝
蔵
等
を
討
と

る
。
そ
の
外
雜
兵
數
を
し
ら
ず
。
こ
れ
に
よ
り
尾
州
の
敵
兵
こ
と
こ
と
く
敗
北
す
る
ゆ

へ
、か
た
く
科
野
の
城
を
た
も
つ
。
今
川
義
元・氏
眞
そ
の
功
を
称
し
て
感
状
を
さ
づ
く
。」

と
あ
る
。
ま
た
、『
寛
政
譜
』
に
は
「
永
祿
元
年
東
照
宮
の
仰
を
う
け
て
品
野
城
を
守
る
。

織
田
右
府
多
勢
を
ひ
き
ゐ
て
城
を
圍
み
、
四
面
に
砦
を
構
て
こ
れ
を
せ
む
。
家
次
よ
く

防
戦
し
、
三
月
七
日
夜
討
し
て
寄
手
の
陣
を
う
ち
や
ぶ
り
、
廣
瀬
衆
竹
村
孫
七
郎
某
、

礒
田
金
平
某
・
戸
崎
平
九
郎
某
・
瀧
山
伝
蔵
某
等
を
は
じ
め
五
十
餘
人
を
討
と
り
し
か
ば
、

敵
軍
こ
ら
へ
ず
圍
み
を
解
て
敗
走
す
。
家
次
獲
と
こ
ろ
の
首
級
を
駿
府
に
献
じ
て
御
感

を
蒙
り
、
今
川
義
元
父
子
も
感
状
を
あ
た
ふ
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
近
世
地

誌
類
に
記
載
さ
れ
る
松
平
忠
次
と
い
う
別
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
四
）
松
平
忠
吉

　
松
平
家
次
の
二
男
で
あ
る
。『
寛
永
伝
』に「
与
次
郎　
忠
正
死
後
、忠
吉
家
督
を
つ
ぐ
。

天
正
九
年
三
月
、（
中
略
）、
三
州
の
東
條
と
櫻
井
の
論
地
四
百
石
御
加
増
と
し
て
忠
吉

拜
領
す
。
そ
の
ゝ
ち
又
尾
州
科
野
に
て
二
千
石
を
給
ハ
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
寛
政
譜
』

に
は
「
の
ち
あ
ら
た
め
て
尾
張
國
品
野
に
を
い
て
二
千
石
を
た
ま
ふ
。」
と
同
様
の
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
松
平
信
一

　
『
松
平
記
』、『
改
正
三
河
後
風
土
記
』、『
尾
陽
雑
記
』、『
張
州
雑
誌
』、『
尾
張
志
』
で

永
禄
元
年
の
、『
武
徳
編
年
集
成
』
で
永
禄
二
年
の
品
野
城
主
と
さ
れ
る
が
、『
寛
永
伝
』、

『
寛
政
譜
』
と
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

　
「
一
、
古
城
跡
森
壱
ヶ
所
東
西
五
十
間
南
北
六
十
間
秋
葉
権
現
森
高
山
是
ハ
桜
井
内
膳
正
御
居
城
之
由
申
伝

へ
候　

一
、
城
根
と
申
所
内
膳
正
御
屋
敷
之
由
申
伝
へ
只
今
御
見
取
畑
也　

一
、
桜
井
内
膳
正
源
信
定
家
老　

長
江
刑
部
長
江
民
部
申
伝
候　

一
、
御
居
城
之
義
ハ
天
文
年
中
之
比
申
伝
書
付
等
ハ
無
御
座
候
得
共
御
位
牌
祥

雲
寺
ニ
御
座
候　
（
中
略
）　
一
、
堀
跡
壱
ヶ
所
是
ハ
御
城
之
堀
之
由
申
伝
へ
候
」

　
『
尾
張
徇
行
記
』が
引
用
し
て
い
る「
村
絵
図
」は
こ
の
寛
政
四
年
の
村
絵
図
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
品
野
城
を
桜
井
内
膳
正
の
居
城
、
桑
下
城
を
内
膳
正
の
屋
敷
と
し
、
桜
井

内
膳
正
源
信
定
の
家
老
を
長
江
刑
部
、
長
江
民
部
と
し
て
い
る
。
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総
守
廣
長
と
合
戦
し
勝
利
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）『
尾
張
徇
行
記
』

　

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
着
手
し
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
に
完
成
し
た
村
々

の
調
査
見
聞
録
で
、
尾
張
藩
の
司
農
監
・
書
物
奉
行
で
あ
る
樋
口
好
古
の
著
で
あ
る
。

上
品
野
村
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
一
品
野
城
二
、府
志
古
城
条
曰
、在
上
品
野
村
、或
作
科
野
、其
一
村
在
東
南
山
、東
西
二
十
間
南
北
八
間
余
、

松
平
内
膳
正
家
重
居
此
、
若
有
随
筆
曰
、
享
禄
二
年　
清
康
君
出
兵
尾
州
大
戰
勝
之
、
取
品
野
城
賜
松
平
家
重
、

又
家
忠
日
記
曰
、
永
禄
元
年
三
月
松
平
監
物
家
次
守
品
野
城
、
織
田
信
長
使
兵
囲
之
、
四
面
構
塞
、
七
日
夜
家

次
出
兵
劫
塞
大
敗
、
斬
主
将
数
人
、
尾
州
軍
觧
囲
退
散
、
其
後
城
亦
敗
矣
、
其
一
在
村
西
北
、
隔
河
拠
山
、
東

西
三
十
間
南
北
四
十
二
間
、
号
桑
下
城
、
伝
曰
、
永
井
民
部
少
輔
居
此
、
永
井
者
曽
属
松
平
家
重
及
其
子
家
次
、

後
為
織
田
家
臣　
（
中
略
）　

一
覚
書
ニ
、
桑
下
古
城
跡
一
ケ
所
、
東
西
三
十
間
南
北
四
十
間
、
先
年
松
平
内
膳

家
老
永
井
民
部
居
城
ノ
由
、
今
は
柴
山
ト
ア
リ
○
此
地
村
図
書
上
ニ
ハ
秋
葉
権
現
森
東
西
五
十
間
南
北
六
十
間

ト
ア
リ　

一
村
北
片
草
川
ノ
北
岸
ニ
城
根
ト
イ
ヘ
ル
所
ア
リ
、
是
ハ
桜
井
内
膳
正
源
信
定
屋
敷
跡
ノ
由
申
伝
エ

リ　

一
此
村
土
人
書
上
ニ
、
往
古
ヨ
リ
人
馬
ノ
継
場
ナ
リ
シ
カ
、
只
今
ハ
町
ノ
名
バ
カ
リ
遺
レ
リ
、（
中
略
）、

又
御
中
屋
敷
御
厩
屋
敷
御
的
場
ト
唱
フ
ル
所
ア
リ
、
皆
内
膳
正
屋
敷
ニ
属
セ
ル
所
ナ
リ　
（
中
略
）　

一
古
城
志

曰
、
上
品
野
村
永
井
民
部
少
輔
城
墟
号
桑
下
城
、
伝
言
桑
下
者
上
品
野
村
別
称
也
」

　
こ
こ
で
は
、『
府
志
』『
覚
書
』『
古
城
志
』『
村
図
書
』を
引
用
し
て
い
る
が
、村
絵
図
で
は
、

桑
下
城
跡
を
城
根
と
い
い
桜
井
内
膳
正
源
信
定
の
屋
敷
跡
と
言
い
伝
え
て
い
る
と
記
載

し
て
い
る
。

（
七
）『
尾
張
志
』

　

天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
、
深
田
増
蔵
正
韶
ら
の
編
著
で
、
古
今
の
文
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
蹟
な
ど
を
探
索
し
て
詳
細
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
日
井
郡
の
城

の
あ
と
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
品
野
古
城　

上
品
野
村
に
二
處
あ
り
辰
巳
の
方
な
る
は
東
西
廿
間
南
北
八
間
は
か
り
境
地
今
は
甚
挾
し
若

有
隨
筆
に
享
祿
二
年
清
康
君
出
二

兵
尾
州
一

大
戰
勝
レ

之
取
二

品
野
城
一

賜
二

松
平
内
膳
正
家
重
一

と
記
し
桶
は
さ
ま

合
戦
記
山
澄
淡
路
守
英
重
一
号
風
殘
翁
の
元
祿
の
は
じ
め
撰
述
あ
り
し
記
な
り
に
先
是
尾
州
科
野
の
城
を
は
今

川
よ
り
櫻
井
の
松
平
監
物
家
次
信
定
の
孫
清
定
の
子
に
守
ら
し
む
る
處
に
尾
張
方
よ
り
向
城
を
構
へ
日
夜
攻
二

撃
之
一

城
主
家
次
甚
雨
の
夜
敵
の
油
斷
を
窺
て
不
意
に
子
丑
半
に
付
城
へ
取
掛
り
木
戸
を
打
破
乱
入
る
尾
兵
不

二

思
寄
一

大
い
に
驚
き
騒
き
或
は
同
士
打
し
或
は
柵
を
越
て
迯
出
た
り
因
て
尾
軍
の
渠
帥
竹
村
孫
七
郎
磯
田
金
平

戸
崎
平
九
郎
瀧
山
伝
三
郎
を
は
じ
め
五
十
余
人
討
死
し
其
外
悉
向
城
を
す
て
て
北
去
り
ぬ
義
元
家
次
が
軍
功
を

褒
て
感
状
を
給
ふ
と
見
え
た
り
家
重
と
家
次
と
は
父
子
也
松
平
系
圖
に
は
家
康
公
の
曾
祖
父
左
京
亮
信
忠
君
の

弟
内
膳
正
信
定
三
河
の
櫻
井
ノ
郷
に
住
す
其
子
内
膳
正
清
定
そ
の
子
監
物
忠
次
と
見
え
た
り
清
定
家
重
と
も
名

の
り
忠
次
家
次
と
も
稱
し
父
子
こ
こ
の
城
主
な
り
し
也
其
後
の
城
主
は
安
土
創
業
録
に
尾
州
の
士
駿
河
人
心
を

寄
せ
手
を
引
け
れ
は
知
多
郡
多
以
今
川
へ
降
恭
す
永
祿
元
年
戊
午
三
月
尾
州
科
野
の
城
に
駿
河
よ
り
松
平
勘
四

郎
信
一
を
大
將
と
し
て
三
百
余
籠
置
尾
州
よ
り
も
科
野
の
城
に
付
城
を
し
て
日
夜
せ
り
合
あ
り
と
見
え
た
り
勘

四
郎
信
一
は
信
忠
の
弟
松
平
彦
四
郎
利
長
三
河
國
藤
井
郷
に
住
す　

の
子
に
て
伊
豆
守
と
稱
し
後
丹
波
國
笹
山

に
隱
居
す
一
所
は
村
の
西
北
に
あ
り
て
桑
下
の
城
と
い
ふ
東
西
三
十
間
南
北
四
十
二
間
永
井
民
部
少
輔
の
居
城

也
し
よ
し
い
ひ
伝
へ
た
り
永
井
は
松
平
家
重
又
其
子
家
次
に
仕
へ
後
に
織
田
家
に
屬
す
」

　
こ
こ
で
は
、『
桶
は
さ
ま
合
戦
記
』『
松
平
系
図
』『
安
土
創
業
録
』
を
引
用
し
て
い
る
。

永
禄
元
年
時
の
城
主
を
松
平
信
一
と
す
る
も
の
の
、
他
の
地
誌
で
こ
の
時
の
合
戦
と
し

て
記
述
さ
れ
る
内
容
と
同
様
の
も
の
を
松
平
家
次
が
城
主
で
あ
っ
た
時
と
す
る
な
ど
混

乱
が
見
ら
れ
る
。

（
八
）「
春
日
井
郡
上
品
野
村
絵
図
」

　

作
成
年
が
明
確
な
村
絵
図
と
し
て
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
二
月
と
嘉
永
七

（
一
八
五
五
）
年
四
月
に
作
成
さ
れ
た
が
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
瀬
戸
市
史
資
料
編

一
村
絵
図
』）。
特
に
寛
政
四
年
の
村
絵
図
に
は「
絵
図
面
別
紙
之
覚
」が
付
載
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
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い
が
、
永
享
二
年
に
松
平
清
康
が
品
野
城
を
松
平
家
重
に
与
え
た
こ
と
と
、
家
忠
日
記

か
ら
の
引
用
で
、
永
禄
元
年
の
織
田
信
長
攻
撃
時
の
品
野
城
主
が
家
重
の
子
で
あ
る
松

平
監
物
家
次
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
桑
下
城
主
永
井
民
部
少
輔

は
家
重
・
家
次
に
属
し
、
後
に
織
田
家
臣
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
四
）『
尾
陽
雑
記
』

　

尾
張
国
に
関
す
る
風
土
、
神
社
、
仏
閣
、
古
城
、
系
譜
、
記
録
、
詩
歌
等
を
収
録
し

た
も
の
で
、
著
者
は
水
野
守
俊
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
品
野
城　

春
日
井　

一
本
科
野　

東
西
廿
間
南
北
八
間
。
但
山
城
上
品
野
村
よ
り
辰
巳
の
方
松
平
内
膳
居

城
云
々
。
イ
村
よ
り
城
ま
て
百
五
十
間
但
山
路
を
う
つ　

同
處
田
村
。　

東
西
三
十
間
。
四
十
二
間
。
四
方
一

重
堀
。
城
上
品
野
村
よ
り
酉
戌
方
川
向
。　

上
品
野
村
よ
り
城
ま
で
川
原
を
直
に
う
つ
て
廿
間
。　

桑
名
の
城

と
云
は
、
上
品
野
村
惣
名
松
平
内
膳
家
老
永
井
民
部
居
城
。　
（
中
略
）　

科
野　

春
日
井
郡
並
并　

岩
崎　

清

康
廿
歳
の
時
尾
州
へ
出
勢
、
岩
崎
品
野
の
郷
を
攻
取
り
、
品
野
を
内
膳
に
あ
た
へ
、
給
。　

永
禄
元
年
戊
午
三

月
尾
州
科
野
城
に
、
駿
河
よ
り
松
平
勘
四
郎
大
将
に
て
三
百
の
勢
を
篭
。　

又
笠
寺
城
に
、
駿
兵
葛
山
備
中
守

元
氏
、
三
浦
左
馬
助
、
飯
尾
豊
前
守-

連
、
浅
井
小
四
郎
四
百
余
の
勢
に
て
楯
篭
。
然
処
に
、
尾
兵
科
野
の
城

に
付
城
を
拵
、
日
々
夜
々
の
せ
り
合
也
。
或
時
松
平
勘
四
郎
城
よ
り
夜
討
に
出
、
尾
州
勢
を
討
、
城
の
内
の
物

か
し
ら
竹
村
孫
七
、
磯
田
金
平
、
戸
崎
平
九
郎
滝
山
伝
三
三
四
人
を
は
し
め
、
よ
き
者
五
十
余
人
討
取
、
無

二

比
類
一

致
二

高
名
一
、
義
元
御
父
子
よ
り
勘
四
郎
に
感
状
を
賜
云
々
。　
（
中
略
）　

水
野
。
城
。
東
西
。
南
北
。

　

近
は
磯
村
左
近
居
レ

之
云
々
。　

承
久
記
。
山
田
重
忠
カ
手
、
水
野
左
近
荒
左
近
荒
居
歟
。　

大
金
太
郎
。

　
五
万
石
ノ
城
と
云
、
城
主
こ
れ
よ
り
科
野
へ
う
つ
る
。」

　

こ
こ
で
は
、
永
禄
元
年
の
科
野
（
品
野
）
城
主
を
駿
河
よ
り
派
遣
さ
れ
た
松
平
勘
四

郎
（
信
一
）
と
し
て
お
り
、『
張
州
府
志
』
と
異
な
る
。
ま
た
、
討
取
っ
た
敵
兵
名
が
記

さ
れ
る
な
ど
戦
い
の
内
容
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
水
野
（
五
万
石
）

城
主
大
金
太
郎
が
科
野
へ
移
っ
た
と
あ
る
が
、
品
野
城
へ
移
っ
た
と
は
記
述
さ
れ
て
い

な
い
。

（
五
）『
張
州
雑
志
』

　

安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
〇
年
）
頃
に
着
手
し
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年

に
完
成
さ
れ
た
通
俗
的
な
地
誌
で
尾
張
藩
士
内
藤
東
甫
の
著
で
あ
る
。
上
品
野
村
の
項

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
城
蹟
二
所　

一
ハ
有
二

邑
ノ
酉
戌
ノ
間
一

隔
レ

河　

古
城
志
ニ
曰
永
井
民
部
少
輔
城
墟
自
レ

村
西
酉
戌
之
間
而

隔
レ
河
東
西
十
八
丈
南
北
十
五
丈
二
尺
号
二

桑
下
ノ
之
城
ト
一

伝
云
桑
下
ハ
者
上
品
野
ノ
別
称
也
ト　

尾
陽
雑
記

ニ
云
永
井
民
部
ハ
内
膳
正
家
老
也
云
云　

城
跡
之
圖
（
図
略
）　

同
一
所　

有
二

邑
之
巽
一　

古
城
志
ニ
云
春
日

井
郡
上
品
野
村
松
平
内
膳
正
家
重
城
墟
在
二

干
東
南
之
山
一

東
西
十
二
丈
南
北
四
丈
八
尺　

家
重
者
櫻
井
内
膳
正

源
ノ
重
之
嫡
子
今
摂
州
河
邊
郡
尼
ケ
崎
城
主
也　

一
書
ニ
云
内
膳
正
家
重
ハ
清
康
公
御
伯
父
也　

系
図
（
略
）

　

張
州
志
畧
ニ
云
若
有
隨
筆
ニ
曰
享
禄
二
年
巳
丑
徳
川
次
郎
三
郎
源
清
康
君
尾
州
ニ
出
張
シ
テ
品
野
村
ニ
テ
尾

州
勢
ト
合
戦
シ
大
ニ
勝
利
ヲ
得
給
ヒ
松
平
内
膳
正
家
重
ニ
品
野
ヲ
賜
ヒ
ケ
ル
夫
ヨ
リ
代
々
伝
テ
領
知
セ
リ
内
膳

正
家
重
ハ
櫻
井
信
定
之
男
ニ　

家
忠
日
記
曰
弘
治
三
年
二
月
之
條
ニ
品
野
城
松
平
勘
四
郎
信
一
云
云
又
永
禄
元

三
月
條
曰
松
平
監
物
家
次
内
膳
正
家
重
子
尾
州
品
野
ヲ
守
ル
信
長
率
レ

兵
ヲ
圍
ミ
レ

之
四
方
構
二

砦
数
箇
所
ヲ
一

使

メ
二

兵
ヲ
シ
テ
守
一
レ

之
攻
二

品
野
一

家
次
守
レ

是
ヲ
得
ル
ヲ
レ

利
数
回
今
夜
子
ノ
刻
家
次
夜
二

討
敵
陣
ヲ
一

尾
州
勢
乱
レ

立
家
次
乗
レ
勝
ニ
急
ニ
追
討
云
云　
図
（
略
）」

　
ま
た
、
下
品
野
村
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
安
戸
坂　

有
二

當
邑
ト
與
今
村
之
間
一　

里
老
伝
云
中
世
今
村
ノ
城
ニ
松
原
下
総
守
廣
長
ト
云
人
有
品
野
村

城
主
永
井
民
部
少
輔
ト
此
所
ニ
於
テ
合
戦
廣
長
戦
死
ス
」

　
こ
こ
で
は
、『
古
城
志
』、『
尾
陽
雑
記
』、『
古
城
絵
図
』（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）、『
張
州
志
畧
』、

『
家
忠
日
記
』を
引
用
し
て
い
る
が
、家
重
の
父
が「
櫻
井
内
膳
正
源
重
之
」と「
櫻
井
信
定
」

と
二
通
り
あ
っ
た
り
、
家
重
を
「
清
康
公
御
伯
父
」
と
し
た
り
し
て
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
里
の
老
人
の
話
と
し
て
、
永
井
民
部
少
輔
は
品
野
村
城
主
で
今
村
城
主
松
原
下
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『
瀬
戸
市
史
通
史
編
上
』
に
よ
れ
ば
、
品
野
地
区
に
は
品
野
城
、
桑
下
城
、
山
崎
城
、

落
合
城
、
阿
弥
陀
ヶ
峰
城
、
片
草
城
の
六
ヵ
所
の
城
館
が
所
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

近
世
以
前
の
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
品
野
城
、
桑
下
城
、
片
草
城
の
三
城
で
あ
る
。

片
草
城
は
（
財
）
徳
川
黎
明
会
所
蔵・徳
川
林
政
史
研
究
所
保
管
の
寛
政
四
（
一
七
九
二
）

年
八
月
作
成
の「
春
日
井
郡
片
草
村
絵
図
」と
天
保
一
二（
一
八
四
一
）年
六
月
作
成
の「
春

日
井
郡
片
草
村
絵
図
面
」
に
古
城
跡
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
た
め
（『
瀬
戸
市

史
資
料
編
一　
村
絵
図
』）*

、
こ
こ
で
は
桑
下
城
と
品
野
城
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

（
一
）『
寛
文
村
々
覚
書
』

　

寛
文
年
中
（
一
六
七
〇
年
前
後
）
に
藩
撰
さ
れ
た
尾
張
一
国
の
村
勢
一
覧
で
あ
る
。

上
品
野
村
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
一
桑
下
古
城
跡
壱
ケ
所　

東
西
三
拾
間
南
北
四
拾
間　

先
年
松
平
内
膳
家
老
、
永
井
民
部
居
城
之
由
、
今

は
柴
山
。」

　

こ
こ
で
は
、
桑
下
の
地
名
が
初
め
て
登
場
す
る
が
品
野
城
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

ま
た
、
永
井
民
部
を
松
平
内
膳
家
老
と
し
て
い
る
。

*　
「
春
日
井
郡
片
草
村
絵
図
」
に
は
、「
一
、古
城
跡
御
座
候
得
共
城
主
名
申
伝
無
御
座
候
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
二
）『
尾
張
古
城
志
』**

　

宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
天
野
信
景
が
そ
れ
ま
で
の
地
誌
や
巷
説
を
集
成
し
て
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
品
野
村　

或
桑
下
村
此
古
称
也
東
西
二
十
間
南
北
八
間
山
頭
也
、
自
村
辰
巳
之
方　

松
平
内
膳
正
城
跡　

永
井
民
部
（
割
注　
松
平
内
膳
正
家
臣
）
城
跡
東
西
三
十
間
南
北
四
十
二
間
一
重
堀
自
村
酉
戌
之
方
」

　

こ
こ
で
は
、
桑
下
村
は
品
野
村
の
古
称
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
跡
を
品
野
城
、
桑

下
城
で
は
な
く
、
松
平
内
膳
正
城
跡
、
永
井
民
部
城
跡
と
城
主
名
で
記
述
し
て
い
る
。

（
三
）『
張
州
府
志
』

　

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
年
）
に
編
集
に
着
手
し
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）

年
に
藩
の
書
物
奉
行
で
あ
る
松
平
君
山
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
尾
張
藩
の
官
撰
地
誌
で

あ
る
。
古
城
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「【
品
野
城
二
】
在
二

上
品
野
村
一
。
或
作
二

科
野
一
。
其
一
在
二

村
東
南
山
一
。
東
西
二
十
間
。
南
北
八
間
餘
。
松

平
内
膳
正
家
重
居
レ

此
。
若
有
隨
筆
曰
。
享
祿
二
年
。
清
康
君
出
二

兵
尾
州
一
。
大
戰
勝
レ

之
。
取
二

品
野
城
一
。
賜

二

松
平
家
重
一
。
又
家
忠
日
記
曰
。
永
祿
元
年
三
月
。
松
平
監
物
家
次
守
二

品
野
城
一
。
織
田
信
長
使
二

兵
圍
一
レ

之
。

四
面
構
レ

寨
。
七
日
夜
家
次
出
レ

兵
劫
レ

寨
。
大
敗
斬
二

主
將
數
人
一
。
尾
州
軍
解
レ

圍
退
散
。
其
後
城
亦
廢
矣
。
其

一
在
二
村
西
北
一
。隔
レ
河
據
レ
山
。東
西
三
十
間
。南
北
四
十
二
間
。號
二
桑
下
城
一
。伝
曰
。永
井
民
部
少
輔
居
レ
此
。

永
井
者
曾
屬
二
松
平
家
重
及
其
子
家
次
一
。
後
為
二
織
田
家
臣
一
。」

　

こ
こ
で
初
め
て
品
野
城
、
桑
下
城
の
記
述
が
見
ら
れ
、
出
典
が
随
筆
と
明
確
で
は
な

**　

尾
張
古
城
志
』
は
原
本
が
伝
存
し
て
お
ら
ず
江
戸
後
期
の
写
本
が
残
る
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
写
本
に

よ
り
若
干
内
容
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
天
野

信
景
著
の
原
本
を
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
真
燕
が
写
し
、
更
に
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
奥
村
得
義
が
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
写
本
や
類
似
書
に
つ
い
て
は
、岡
村
弘
子
編『
城
か
ら
の
ぞ
む　

尾
張
の
戦
国
時
代
』

に
詳
し
い
。

近
世
地
誌
類
に
み
る
桑
下
城
と
品
野
城

禄
二
年
に
松
平
清
康
が
落
城
さ
せ
た
城
が
科
野
城
で
は
な
く
野
呂
城
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
時
の
野
呂
城
主
と
し
て
坂
井
彦
右
衞
門
秀
忠
や
桜
木
上
野
介
の
名
が
あ
が
っ

て
い
る
な
ど
、戦
い
の
様
子
が
他
に
は
な
い
ほ
ど
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
尾

州
石
ヶ
瀬
合
戦
付
科
野
城
軍
松
平
信
一
夜
討
の
事
」
で
は
、
永
禄
元
年
の
科
野
城
主
を

松
平
勘
四
郎
信
一
と
し
、
や
は
り
戦
い
の
様
子
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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郷
ヲ
バ
松
平
内
前
殿
ヱ
ツ
カ
ワ
サ
ル
」

と
あ
り
、
享
禄
二
（
一
五
二
九
）
年
頃
、
松
平
清
康
が
攻
略
し
た
シ
ナ
野
の
郷
を
松
平

内
前
殿
（
松
平
信
定
）
に
与
え
た
と
し
て
い
る
。

（
二
）『
松
平
記
』

　

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
年
）
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
著
者
不
詳
の
徳

川
氏
創
業
史
で
あ
る
。

　
「
永
祿
元
年
三
月
尾
州
科
野
城
に
、
駿
河
よ
り
松
平
勘
四
郎
大
将
に
て
三
百
に
て
籠
る
。（
中
略
）
然
処
に
尾

州
衆
科
野
の
城
に
付
城
を
拵
、
日
々
夜
々
の
せ
り
合
也
。
或
時
松
平
勘
四
郎
城
よ
り
時
分
を
見
て
夜
討
に
寄
、

尾
州
衆
付
城
の
大
将
竹
村
孫
七
・
礒
田
金
平
・
戸
崎
九
郎
・
滝
山
伝
三
、四
人
を
初
め
よ
き
者
五
十
余
人
討
取
、

無
二
比
類
一
高
名
致
し
、
義
元
御
父
子
よ
り
松
平
勘
四
郎
に
感
状
給
る
。」

と
あ
り
、
永
禄
元
年
の
科
野
の
城
主
を
松
平
勘
四
郎
（
松
平
信
一
）
と
し
て
い
る
。

（
三
）『
家
忠
日
記
増
補
追
加
』

　

松
平
忠
冬
（
一
六
二
四
〜
一
七
〇
二
）
が
徳
川
家
康
に
仕
え
た
曾
祖
父
松
平
家
忠
の

日
記
で
あ
る
『
家
忠
日
記
』
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
「（
永
禄
元
年
戊
午　

筆
者
記
）
三
月
七
日
、
松
平
監
物
家
次
尾
州
品
野
ノ
城
ヲ
守
ル
、
織
田
信
長
兵
ヲ
卒
〆

是
ヲ
囲
、城
ノ
四
方
ニ
砦
ヲ
構
ル
コ
ト
数
ヶ
所
、軍
士
ヲ
シ
テ
是
ヲ
守
ル
シ
メ
、屡
軍
ヲ
発
〆
品
野
ノ
城
ヲ
攻
撃
、

城
将
家
次
是
ヲ
拒
テ
利
ヲ
得
ル
事
数
回
、
今
夜
鶏
鳴
ノ
時
ニ
及
テ
家
次
寄
手
ノ
陣
ヲ
窺
ヒ
兵
ヲ
発
テ
襲
ヒ
戦
フ
、

尾
州
ノ
兵
驚
キ
騒
テ
離
散
ス
、
家
次
勝
ニ
乗
テ
急
ニ
追
撃
、
竹
村
孫
七
郎
・
磯
田
金
平
・
戸
崎
九
郎
・
滝
山
伝

三
郎
等
ヲ
始
テ
五
十
余
人
ヲ
撃
テ
首
級
ヲ
得
タ
リ
、
是
ニ
依
テ
品
野
ノ
城
ヲ
囲
ム
織
田
カ
兵
悉
ク
退
散
ス
、
家

次
使
ヲ
〆
此
首
ヲ
持
シ
メ
駿
州
ニ
献
ス　
大
神
君
其
軍
功
ヲ
褒
シ
玉
フ
、
又
今
川
父
子
家
次
カ
勇
敢
ヲ
美
称
ス
、

感
状
ヲ
授
与
ス
」

と
あ
り
、
永
禄
元
年
の
品
野
の
城
主
を
松
平
監
物
家
次
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
討
取
っ

た
敵
兵
名
が
『
松
平
記
』
と
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。

（
四
）『
武
徳
編
年
集
成
』

　

大
番
頭
を
勤
め
た
木
村
高
敦
が
ま
と
め
た
全
九
三
巻
の
徳
川
家
康
一
代
記
で
、
寛
保

元
（
一
七
四
一
）
年
に
将
軍
徳
川
吉
宗
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
同
（
永
禄
元
戊
午
年　

筆
者
記
）
三
月　

今
川
の
下
知
を
以
て
桜
井
の
松
平
監
物
家
次
番
手
と
し
尾
州
の

春
日
井
郡
科
野
の
城
を
守
る
所
に
信
長
兵
を
率
ひ
て
城
の
四
面
に
砦
を
築
き
軍
士
を
籠
て
数
回
彼
城
を
攻
る
と

い
へ
ど
も
家
次
能
拒
ぎ
守
る　

○
七
日　

鶏
鳴
の
比
監
物
家
次
寄
手
の
虚
実
を
量
り
不
意
に
是
を
襲
ひ
尾
州
勢

尽
く
離
散
す
、
家
次
追
撃
し
て
砦
の
守
将
竹
村
孫
七
郎
・
磯
田
金
平
・
戸
崎
平
九
郎
・
瀧
山
伝
蔵
以
下
五
十
余

人
の
首
級
を　

神
君
へ
献
ず　
（
中
略
）
同
（
永
禄
二
己
未
年　

筆
者
記
）
三
月
朔
日　

再
び
信
長
其
勢
一
千

余
を
以
て
尾
州
春
日
井
郡
科
野
の
城
を
攻
撃
つ
、
義
元
の
命
に
依
て　

神
君
の
部
将
藤
井
の
松
平
勘
四
郎
信
一

後
伊
豆
守
に
任
ず
当
城
の
番
手
と
し
て
堅
固
に
拒
ぎ
守
る
と
云
　々

○
三
日　

織
田
の
軍
兵
今
日
ま
で
昼
夜
を

分
た
ず
科
野
の
城
を
攻
て
死
傷
す
る
も
の
百
八
十
余
人
な
り
、
今
宵
風
雨
烈
し
丑
の
刻
に
城
将
信
一
城
外
へ
夜

撃
し
て
大
利
を
得
、
寄
手
又
五
十
四
人
命
を
殞
し
百
十
七
人
疵
を
被
む
る
、
信
一
此
由
注
進
し
け
れ
バ　

神
君

御
喜
悦
等
閑
な
ら
ず
、
義
元
よ
り
も
信
一
へ
感
牒
を
授
く　
（
中
略
）　
頃
年　
（
中
略
）
尾
州
の
知
多
・
愛
智
・

春
日
井
三
郡
の
内
も
今
川
に
属
し
天
文
癸
丑
以
来
愛
智
郡
鳴
海
城
に
岡
部
五
郎
兵
衛
真
幸
、
笠
寺
の
砦
に
葛
山

備
中
・
三
浦
左
馬
助
義
就
・
飯
尾
豊
前
顕
茲
致
実
が
父
な
り
・
浅
井
小
四
郎
政
敏
、
知
多
郡
大
高
、
愛
智
郡
沓

掛
両
城
に
鵜
殿
三
郎
長
持
を
籠
お
き
春
日
井
郡
科
野
に
徳
川
衆
を
入
お
き
甚
だ
驕
侈
に
誇
り
（
以
下
略
）」

と
あ
り
、
永
禄
元
年
の
科
野
の
城
主
を
松
平
家
次
、
永
禄
二
年
の
城
主
を
松
平
信
一
と

し
て
、
織
田
信
長
の
攻
撃
が
二
回
あ
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
討
取
っ
た
敵
兵

名
が
上
記
二
書
と
さ
ら
に
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。

（
五
）『
改
正
三
河
後
風
土
記
』

　

徳
川
幕
府
の
奥
儒
者
で
あ
る
成
島
司
直
が
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
一
〇
月
に
『
三

河
後
風
土
記
』
を
改
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。「
尾
州
岩
崎
・
野
呂
城
責
の
事
」
で
は
、
享
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徳
川
氏
創
業
史
等
か
ら
見
た
品
野
で
の
戦
い

　

品
野
を
め
ぐ
る
織
田
氏
と
松
平
氏
な
い
し
今
川
氏
と
の
戦
い
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

織
田
方
の
史
料
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
徳
川
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時
代
に
書

か
れ
た
徳
川
氏
創
業
史
に
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
徳
川
氏
創

業
史
を
見
て
い
く
。

（
一
）『
三
河
物
語
』

　
譜
代
の
臣
で
あ
る
大
久
保
彦
左
衛
門
忠
教
が
元
和
八（
一
六
二
二
）年
に
脱
稿
し
た
後
、

寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
以
降
ま
で
補
訂
を
続
け
た
徳
川
氏
創
業
史
で
あ
る
。

　
「
廿
斗
之
時
、
尾
張
之
国
ヱ
御
手
ヲ
懸
サ
せ
給
ひ
て
、
岩
崎
・
シ
ナ
野
ト
云
郷
ヲ
切
取
給
ひ
て
、
シ
ナ
ノ
ヽ

に
将
軍
足
利
義
満
が
土
岐
康
行
の
乱
の
勲
功
の
賞
と
し
て
土
岐
高
山
遠
江
守
の
所
領
で

あ
っ
た
尾
張
国
志
那
野
・
鳥
原
等
を
佐
々
木
（
京
極
）
大
膳
大
夫
高
秀
に
与
え
た
こ
と

が
見
え
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
九
、五
七
八・五
七
九
号
文
書
）*

。

　
以
下
年
代
の
古
い
順
に
あ
げ
て
い
く
と
、

　
醍
醐
寺
文
書
に
よ
れ
ば
、明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
五
月
日
の
「
熱
田
神
領
内
注
文
案
」

に
後
円
融
上
皇
の
院
宣
に
よ
り
熱
田
社
座
主
宗
助
に
返
還
さ
れ
た
七
ヶ
所
の
熱
田
社
座

主
領
の
一
つ
に
科
野
郷
が
見
え
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、一
八
一
号
文
書
）。

　

同
じ
く
、
応
永
九
（
一
四
〇
二
）
年
五
月
二
八
日
の
「
尾
張
国
目
代
光
守
注
進
状
」

と
翌
年
八
月
一
三
日
の
「
尾
張
国
国
衙
一
円
進
止
地
守
護
方
押
領
注
文
案
」
に
守
護
（
斯

波
義
重
）
方
に
押
領
さ
れ
て
い
る
国
衙
領
の
一
つ
と
し
て
「
竹
河
土　

同
科
野
畠
・
有

里
畠　

給
人
津
田
中
務
」、「
竹
河
土
本
新　

同
科
野
畠
・
有
里
畠　

給
人
津
田
中
務
方
」

と
あ
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
九
、八
一
一・八
三
四
号
文
書
）。

　
『
建
内
記
』の
正
長
元（
一
四
二
八
）年
五
月
二
一
日
の
条
に
、中
納
言
入
道（
万
里
小
路
）

豊
房
が
室
町
殿
（
足
利
義
宣
）
に
藤
宰
相
入
道
永
藤
卿
（
高
倉
長
藤
）
か
ら
の
支
配
権

の
返
却
を
直
訴
し
た
五
カ
所
の
う
ち
の
一
つ
に
長
講
堂
領
で
あ
っ
た
尾
張
国
科
野
郷
が

見
え
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、一
九
七
号
文
書
）。

　

熊
野
那
智
大
社
米
良
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
文
明
一
四
（
一
四
八
二
）
年
八
月
二
九
日

の
「
檀
那
売
券
」
に
尾
張
国
志
名
野
の
旦
那
を
一
〇
貫
文
で
那
智
実
報
院
が
買
得
し
た

と
あ
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、二
一
七
号
文
書
）。

　

寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
成
立
の
地
誌
『
因
幡
志
』
に
「
船
越
氏
所
蔵
」
と
し
て
採

録
さ
れ
た
「
今
川
義
元
感
状
写
」
に
「
於
尾
州
科
野
城
合
戦
夜
討
謀
略
、
殊
首
数
五
十

余
級
討
取
候
事
、
粉
骨
之
至
令
感
喜
候
、
仍
太
刀
一
腰
金
帛
進
入
之
候
也
、　

永
禄
元
年

四
月
朔
日　

今
川
義
元　

花
押　

船
越
五
藤
次
殿
」（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、二
四
一

号
文
書
）
と
あ
り
、
永
禄
元
年
に
尾
州
科
野
城
で
合
戦
が
あ
っ
た
事
を
伝
え
る
。

*　

鳥
原
に
つ
い
て
は
、
熱
田
神
宮
千
秋
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
七
月
二
八
日
の
鎌

倉
幕
府
が
熱
田
大
宮
司
に
宛
て
た
「
関
東
御
教
書
写
」
の
中
に
、
熱
田
宮
座
主
民
部
卿
遍
範
に
濫
妨
さ
れ
た

山
田
次
郎
重
泰
の
所
領
と
し
て
山
田
郡
内
鳥
原
村
が
出
て
く
る（『
瀬
戸
市
史
』資
料
編
三
、一
二
九
号
文
書
）。

　

ま
た
、
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
定
光
寺
所
蔵
の
『
祠
堂
帳
』
に
は
科
野
、
科
野
片
草
、

科
野
落
合
な
ど
の
地
名
が
出
て
く
る
。
近
世
の
片
草
村
が
中
世
に
は
科
野
に
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、二
九
一
号
文
書
）。

　

一
方
、
品
野
の
字
が
使
用
さ
れ
た
最
古
の
史
料
と
し
て
は
、『
士
林
泝
洄
丁
之
部

二
』
が
あ
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、二
七
八
号
文
書
）。
こ
れ
に
よ
る
と
慶
長
一
一

（
一
六
〇
六
）
年
五
月
二
四
日
に
清
洲
藩
主
松
平
忠
吉
が
春
日
井
郡
上
品
野
村
を
吉
田
平

内
に
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
、
品
野
と
表
記
さ
れ
る
初
期
の
例
と
し
て
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
古

城
絵
図
と
『
寛
文
村
々
覚
書
』
が
あ
る
。
古
城
絵
図
は
正
保
か
ら
承
応
期
（
一
六
四
五

〜
一
六
五
四
年
）
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
遠
藤
ほ
か
一
九
九
一
）
が
、
そ

の
中
に
桑
下
城
を
描
い
た
春
日
井
郡
上
品
野
村
古
城
絵
図
と
品
野
城
を
描
い
た
春
日
井

郡
上
品
野
山
城
絵
図
が
あ
り
、
桑
下
城
と
品
野
城
が
上
品
野
村
に
所
在
す
る
城
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、寛
文
期
（
一
六
七
〇
年
頃
）
成
立
の
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
は
、

上
品
野
村
の
他
に
中
品
野
村
と
下
品
野
村
が
出
て
く
る
。
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文
献
資
料
か
ら
み
た
桑
下
城
と
品
野
城

宇
佐
見　

守

　

愛
知
県
瀬
戸
市
上
品
野
町
に
所
在
す
る
桑
下
城
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
松
平
氏
や
今
川
氏
に

よ
る
品
野
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
桑
下
城
と
品
野
城
に
関
連
す

る
文
献
を
集
成
し
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
献
資
料
か
ら
そ
の
補
強
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
従
来
品
野
城
で
の
出
来
事
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
う
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

は
じ
め
に

　
（
財
）
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
愛

知
県
瀬
戸
市
上
品
野
町
に
所
在
す
る
桑
下
城
跡
の
発
掘
調
査
を
平
成
一
六・
一
九・
二
〇

年
度
の
三
カ
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
。
調
査
は
城
跡
の
北
側
部
分
に
限
定
さ
れ
る

も
の
の
調
査
面
積
は
八
，
三
〇
〇
㎡
に
お
よ
ぶ
。
上
品
野
町
に
は
他
に
山
城
で
あ
る
品

野
城
跡
が
あ
り
、
享
禄
二
（
一
五
二
九
）
年
頃
に
松
平
清
康
（
徳
川
家
康
の
祖
父
）
が

攻
略
し
松
平
信
定
（
清
康
の
叔
父
）
に
与
え
た
こ
と
や
、
今
川
氏
支
配
下
の
永
禄
元

（
一
五
六
八
）
年
に
織
田
信
長
の
攻
撃
を
受
け
た
が
逆
に
夜
討
ち
を
か
け
撃
退
し
た
こ
と

な
ど
の
逸
話
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
桑
下
城
跡
は
近
世
地
誌
類
で
内
膳

正
（
信
定
）
の
家
老
永
井
民
部
少
輔
の
城
跡
と
記
載
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
桑
下
城
跡
の
平
成
一
九
年
度
の
調
査
で
、
本
丸
と
本
丸
を
巡
る
堀
は
自
然

地
形
の
影
響
を
受
け
な
い
大
規
模
な
造
成
に
よ
り
築
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
堀
か
ら
出

土
し
た
和
鏡
は
京
都
の
室
町
将
軍
家
ゆ
か
り
の
工
房
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

な
ど
が
わ
か
り
、
築
城
に
今
川
氏
が
関
与
し
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
（
宇
佐
見

二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
平
成
二
〇
年
度
の
調
査
で
、
本
丸
西
側
の
曲
輪
群
が
大
規
模
に

造
成
さ
れ
る
以
前
の
城
の
形
状
を
残
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
（
武
部
・
小
澤

二
〇
〇
九
）、
在
地
領
主
の
城
を
侵
攻
し
て
き
た
松
平
氏
や
今
川
氏
が
大
規
模
に
改
修
し

た
可
能
性
が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
品
野
城
と
桑
下
城
を
別
個
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
桑
下
城
を

館
城
、
品
野
城
を
詰
め
の
城
と
関
連
し
て
捉
え
る
考
え
方
（
福
島
一
九
九
一
）
の
補
強

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
桑
下
城
と
品
野
城
に
関
連
す
る
文
献
を
集
成
し
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、文
献
資
料
か
ら
そ
の
補
強
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

掲
載
し
た
文
献
は
原
則
固
有
名
詞
を
除
き
、
旧
字
・
異
体
字
・
変
体
仮
名
は
そ
れ
ぞ
れ

現
行
の
文
字
に
改
め
た
。

品
野
の
地
名
に
つ
い
て

　

瀬
戸
市
品
野
地
区
を
い
つ
か
ら
漢
字
で
品
野
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
。
中
世
の
史
料
で
は
志
那
野
・
科
野
・
志
名
野
な
ど
と
表
記
さ
れ
て

お
り
、
品
野
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
世
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
し
な
の
」
の
史
料
上
の
初
見
は
明
徳
元
（
一
三
九
〇
）
年
で
あ
る*

。
佐
々
木
文
書
に

よ
れ
ば
、四
月
二
六
日
の
「
将
軍
足
利
義
満
袖
判
下
文
案
」、「
管
領
斯
波
義
将
施
行
状
案
」

*　

猿
投
神
社
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
正
安
二
（
一
三
〇
〇
）
年
の
「
熱
田
社
領
大
郷
早
田
検

見
目
録
案
」
に
、「
科
野
殿
跡
三
丁
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
（『
瀬
戸
市
史
』
資
料
編
三
、一
三
三
号
文
書
）。

こ
の
史
料
か
ら
当
時
大
郷
に
科
野
殿
跡
と
呼
ば
れ
る
水
田
が
三
町
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
郷
は
知
多

郡
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸
市
の
科
野
と
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。




